
Title 戦後社会史としての海外移住 : 広島県沼隈町の事例研究
Sub Title Postwar Japanese emigration : a case study of Numakuma-cho,

Hiroshima Prefecture
Author 鶴木, 眞(Tsuruki, Makoto)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1988

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.61, No.5 (1988. 5) ,p.193- 214 

JaLC DOI
Abstract
Notes 法学部政治学科開設九十周年記念論文集
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19880528-0193

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


戦
後
社
会
史
と
し
て
の
海
外
移
住

　
　
　
ー
広
島
県
沼
隈
町
の
事
例
研
究
1

鶴

木

眞

一
、
間
題
の
所
在

二
、
沼
隈
町
集
団
移
住
の
実
施
者
－
神
原
秀
夫

三
、
企
業
型
移
住
と
し
て
の
沼
隈
町
移
住
団

四
、
お
わ
り
に

戦後社会史としての海外移住

一
、
間
題
の
所
在

　
日
本
か
ら
海
外
に
移
住
し
た
人
々
に
た
い
し
、
「
移
民
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
戦
後
、
外
務
省
を
は
じ
め
と

す
る
公
の
文
書
や
記
録
に
は
、
「
移
民
」
と
い
う
言
葉
は
も
は
や
使
用
さ
れ
ず
、
「
移
住
」
に
お
き
か
え
ら
れ
て
い
る
。
理
由
は
、
「
移
民
」

と
い
う
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
が
石
川
達
三
の
小
説
「
蒼
恨
」
に
代
表
さ
れ
る
「
棄
民
」
に
つ
な
が
る
暗
い
、
み
じ
め
な
も
の
で
あ
り
、

戦
後
の
状
況
と
は
著
し
く
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
移
住
は
、
日
本
国
憲
法
第
二
十
二
条
二
項
に
「
何
人
も
、
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外
国
に
移
住
し
、
又
は
国
籍
を
離
脱
す
る
自
由
を
侵
さ
れ
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
．
世
界
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
人
間
の
基
本

的
権
利
の
一
つ
と
し
て
積
極
的
、
肯
定
的
に
評
価
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
外
務
省
領
事
移
住
部
発
行
の
「
わ
が
国
民
の
海
外
発
展
」

（
昭
和
四
十
六
年
）
に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。

　
　
「
移
住
が
移
住
と
し
て
の
公
的
な
存
在
を
主
張
し
、
国
の
特
別
の
保
護
や
助
成
を
期
待
す
る
た
め
に
は
何
か
そ
の
私
的
利
益
の
追
求
が
、
同
時
に
公
共

　
の
利
益
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
関
係
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
点
、
移
住
は
多
少
ま
と
ま
っ
て
継
続
的
に
行
な
わ
れ
る
な
ら
ば
実
際
に
受

　
入
国
に
も
送
出
国
に
も
い
ち
じ
る
し
い
貢
献
を
し
、
国
家
公
共
の
利
益
に
つ
な
が
っ
て
い
く
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
移
住
の
社
会
的
な
意
識
と
価
値
が
あ

　
り
、
国
が
政
策
の
対
象
と
し
て
取
り
あ
げ
、
保
護
や
助
成
を
行
な
う
こ
と
に
も
な
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」

　
移
住
が
基
本
的
人
権
の
一
つ
で
あ
り
、
現
代
の
日
本
に
お
い
て
す
ぐ
れ
て
個
人
的
な
も
の
と
し
な
が
ら
も
、
何
ら
か
の
形
で
国
家
が
関

与
せ
ざ
る
を
得
ず
、
或
は
国
家
が
機
会
を
と
ら
え
て
関
与
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
移
住
現
象
の
も
つ
さ
ま
ざ
ま
な
間
題
の
原
点
が
あ

る
。　

戦
後
日
本
の
海
外
移
住
は
、
大
き
く
一
ぢ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。
即
ち
、
移
住
の
再
興
期
（
昭
和
二
十
六
年
か
ら
三
十
七
年
）
と
、
移

住
の
低
迷
期
（
昭
和
三
十
八
年
以
降
）
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
時
期
を
分
け
た
契
機
は
、
言
う
迄
も
な
く
日
本
経
済
の
高
度
成
長
で
あ
る
。

日
本
経
済
の
高
度
成
長
に
よ
っ
て
海
外
移
住
に
た
い
す
る
国
民
一
般
の
関
心
が
稀
薄
に
な
り
、
移
住
政
策
も
数
よ
り
質
に
重
点
が
置
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
三
十
八
年
の
海
外
移
住
事
業
団
法
に
基
づ
ぎ
、
財
団
法
人
日
本
海
外
協
会
連
合
会
と
日
本
海
外
移
住
振
興
会
社

を
統
合
し
て
海
外
移
住
事
業
団
と
し
、
の
ち
に
更
に
改
組
し
て
国
際
協
力
事
業
団
と
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
国
政
府
は
、
海
外
移
住
を
従

来
の
よ
う
な
単
な
る
労
働
力
の
移
動
と
み
る
べ
き
で
は
な
く
、
開
発
能
力
の
現
地
移
動
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
経
済
の
高
度
成
長
以
前
、
即
ち
移
住
の
再
興
期
に
は
敗
戦
に
よ
る
未
曾
有
の
経
済
的
混
乱
の
中
で
失
っ
た
海
外
領
土
等
か
ら
の
引
き
揚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

げ
者
を
む
か
え
た
過
剰
人
口
対
策
と
し
て
、
ま
た
海
外
か
ら
の
外
貨
獲
得
の
一
手
段
と
し
て
、
海
外
移
住
は
主
要
な
国
策
と
な
っ
た
。
敗

戦
に
よ
り
日
本
は
国
際
的
に
孤
立
し
た
が
、
昭
和
二
十
六
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
が
近
親
者
呼
び
寄
せ
と
い
う
形
で
日
本
人
の
移
住
を
許
可
し
た
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の
を
契
機
に
、
翌
二
十
七
年
か
ら
南
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
移
住
が
再
開
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
年
、
政
府
は
外
務
省
に
移
住
局
を
設
け
、
ま
た
総

理
府
に
移
住
審
議
会
を
つ
く
っ
た
。
昭
和
三
十
一
年
か
ら
三
十
六
年
に
か
け
て
、
政
府
は
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

移
住
協
定
を
締
結
し
た
。

　
本
論
文
で
と
り
あ
げ
る
広
島
県
沼
隈
郡
沼
隈
町
の
集
団
移
住
は
、
戦
後
の
移
住
再
興
期
を
象
徴
す
る
移
住
の
一
つ
で
あ
る
。
元
来
、
移

住
は
送
出
側
と
受
け
入
れ
側
の
双
方
の
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
背
景
を
考
慮
し
て
分
析
す
べ
き
現
象
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
時
々

の
国
際
的
環
境
の
動
向
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
日
求
め
ら
れ
て
い
る
移
住
理
論
は
、
特
定
の
国
家
、
ま
た
は
送
出
国
家
と
受
容
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

家
の
二
国
間
の
現
象
と
し
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
多
元
的
国
際
関
係
の
観
点
か
ら
取
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

「
移
住
研
究
会
」
を
筆
者
と
と
も
に
主
催
し
て
い
る
法
政
大
学
の
西
川
大
二
郎
教
授
は
、
い
ま
我
々
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
移
住
理
論
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

戦後社会史としての海外移住

「
ま
ず
、
移
民
問
題
へ
の
歴
史
的
ア
プ
ロ
！
チ
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
目
本
の
場
合
に
は
、
海
外
移
民
現
象
を
目
本
資
本
主
義
の
発
展
と
の
関
係
で
論
ず
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
農
民
層
の
分
解
の
過
程

と
し
て
移
民
現
象
が
捉
え
ら
れ
る
．
泉
靖
一
『
日
本
移
民
と
ブ
ラ
ジ
ル
』
（
泉
靖
一
編
著
『
移
民
』
古
今
書
院
　
一
九
五
七
年
）
は
．
そ
の
一
例
で
あ

る
．
ま
た
小
野
論
文
等
（
小
野
一
郎
「
日
本
の
移
民
問
題
」
『
経
済
評
論
』
一
九
五
五
年
十
二
月
号
、
同
「
日
本
移
民
問
題
」
『
国
際
移
住
』
国
際
移

住
研
究
所
　
一
九
五
八
年
、
岡
崎
文
規
「
人
口
理
論
か
ら
見
た
移
民
」
『
国
際
移
住
』
同
上
）
は
、
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
出
移
民
現
象
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
般
的
日
本
資
本
主
義
発
展
の
段
階
区
分
は
、
あ
ま
り
に
も
大
胆
す
ぎ
る
．
と
い
う
の
は
、
個

別
的
出
移
民
の
条
件
と
し
て
の
農
民
層
分
解
過
程
の
進
行
は
、
個
々
の
地
域
的
条
件
に
も
支
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
．
と
い
う
の

は
、
出
移
民
現
象
は
、
マ
ク
・
に
見
て
も
、
沖
縄
、
西
南
目
本
、
東
北
日
本
、
北
海
道
で
明
ら
か
に
異
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
方
法

は
、
戦
前
の
歴
史
的
分
析
を
通
し
て
、
そ
れ
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
戦
後
の
出
移
民
現
象
を
特
徴
づ
け
る
た
め
に
一
定
の
有
効
性
を
を
持
つ
と
考
え
ら

れ
る
．
し
た
が
っ
て
、
こ
の
視
点
に
立
っ
た
上
で
、
地
域
的
比
較
と
い
う
地
理
学
的
視
点
を
勘
案
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
い
。
つ
ま
り
、
各
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地
の
地
域
社
会
を
、
そ
の
社
会
経
済
構
造
だ
け
で
な
く
、
当
該
地
域
社
会
の
閉
鎖
性
、
開
放
性
、
社
会
の
流
動
性
、
行
動
様
式
、
行
動
動
機
、
リ
ー
ダ

　
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
と
い
っ
た
政
治
学
、
社
会
学
な
い
し
文
化
（
社
会
）
人
類
学
的
視
点
と
方
法
に
よ
る
個
別
的
な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
の
実
行
を
重

　
ね
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
分
析
に
一
層
有
効
性
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
ま
た
個
別
的
な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
の
実
行
の
有
効
性
は
、
出
移
民
の
歴
史
的
、
地
域
的
傾
向
と
い
っ
た
事
実
関
係
を
統
計
か
ら
見
る
と
い
う
統
計

　
的
手
法
を
補
完
し
、
そ
れ
を
超
え
る
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
統
計
資
料
の
問
題
点
と
し
て
は
、
ま
ず
依
拠
す
る
統
計
資
料
の
種
類
に
よ
っ
て
、
数
字
が

　
著
し
く
異
る
こ
と
で
あ
る
．
渡
航
費
支
給
移
住
者
統
計
と
旅
券
発
給
統
計
と
の
食
い
違
い
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、
帰
国
者
統
計
の
欠
如
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
広
い
意
味
で
の
国
際
的
人
口
移
動
を
知
る
上
に
は
、
問
題
を
残
す
」

　
筆
者
は
西
川
と
と
も
に
「
移
住
研
究
会
」
を
主
催
す
る
中
で
、
試
行
錯
誤
的
部
分
を
多
く
残
し
な
が
ら
も
個
別
的
な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

ー
を
積
み
上
げ
て
、
戦
後
日
本
の
海
外
移
住
現
象
の
分
析
（
各
移
住
者
お
よ
び
移
住
指
導
者
の
意
識
や
行
動
の
分
析
を
含
め
て
）
か
ら
日
本
社
会

を
逆
照
射
し
て
、
日
本
の
戦
後
社
会
史
を
国
際
的
視
点
で
再
構
成
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
．

　
本
論
文
で
と
り
あ
げ
た
沼
隈
町
の
集
団
移
住
が
、
日
本
人
の
海
外
移
住
の
戦
後
の
再
興
期
の
象
徴
的
形
態
で
あ
る
と
先
述
し
た
理
由
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
時
期
に
移
住
者
を
送
出
し
た
都
道
府
県
の
送
出
者
数
順
位
は
、
沖
縄
県
、
熊
本
県
、
福
岡
県
、
長

崎
県
、
北
海
道
、
福
島
県
、
広
島
県
、
高
知
県
で
あ
り
、
広
島
県
に
お
け
る
主
力
が
沼
隈
町
の
集
団
移
住
で
あ
っ
た
。
こ
の
沼
隈
町
の
集

団
移
住
は
、
高
知
県
幡
多
郡
大
正
町
に
よ
っ
て
「
手
本
」
と
さ
れ
、
大
正
町
の
企
画
し
た
集
団
移
住
は
高
知
県
の
他
の
町
村
の
移
住
の
形

態
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
同
時
に
、
高
知
県
か
ら
の
出
移
民
の
主
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
注
2
の
表
－
、
表
2
参
照
）
。
沼
隈
町
が
先

鞭
を
つ
け
た
集
団
移
住
と
い
う
移
住
形
態
は
、
当
時
の
一
人
で
も
多
く
の
移
住
者
を
海
外
に
送
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
日
本
政
府
の
移
住

政
策
に
と
っ
て
、
誠
に
好
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
．
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
八
日
、
沼
隈
町
で
開
催
さ
れ
た
日
本
移
住
振
興
会
社
の
係
員

に
よ
る
講
演
会
に
お
い
て
、
こ
の
係
員
は
集
団
移
住
を
立
案
し
実
施
し
た
神
原
秀
夫
を
賛
辞
を
も
っ
て
持
ち
上
げ
て
い
る
。
「
神
原
前
町

長
は
日
本
で
は
最
初
で
あ
ろ
う
集
団
移
住
を
計
画
さ
れ
着
々
と
歩
を
進
め
て
い
る
こ
と
は
、
歴
史
的
の
も
の
と
し
て
．
日
本
移
住
史
上
に

特
筆
す
べ
き
も
の
で
、
移
民
政
策
を
地
で
ゆ
く
、
日
パ
親
善
の
国
民
外
交
で
あ
っ
て
誠
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
」
（
沼
隈
町
広
報
、
昭
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和
三
＋
二
年
十
一
月
二
十
五
日
）
。
事
実
、
町
ぐ
る
み
、
或
は
村
ぐ
る
み
移
住
は
、
沼
隈
町
以
後
日
本
各
地
で
試
み
ら
れ
、
検
討
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
「
町
ぐ
る
み
移
住
」
と
呼
ば
れ
る
集
団
移
住
形
態
は
、
例
え
ば
沼
隈
町
と
大
正
町
と
で
は
そ
の
実
体
が
企
業
型
か

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
か
と
い
う
差
異
が
あ
り
、
更
に
戦
後
の
「
町
ぐ
る
み
移
住
」
と
言
わ
れ
る
も
の
の
中
に
戦
前
の
「
満
州
分
村
計
画
」
的

な
ニ
ュ
ア
ソ
ス
が
潜
ん
で
い
る
点
な
ど
を
見
過
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
各
々
の
集
団
移
住
の
送
出
母
村
（
町
）
に
お
け
る

送
出
要
因
の
析
出
と
そ
れ
ら
の
比
較
に
よ
り
、
戦
後
社
会
史
と
し
て
の
海
外
移
住
の
記
述
を
よ
り
適
切
に
行
う
と
す
る
努
力
が
移
住
研
究

者
の
間
で
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
本
論
文
に
お
い
て
は
、
沼
隈
町
集
団
移
住
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
側
面
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
集
団
移
住
が
他
の
集

団
移
住
と
異
な
っ
て
「
企
業
型
」
と
呼
び
得
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
、
沼
隈
町
集
団
移
住
の
実
施
者
－
神
原
秀
夫

戦後社会史としての海外移住

〔
マ
ス
コ
ミ
の
報
じ
た
神
原
秀
夫
像
〕

　
広
島
県
沼
隈
郡
沼
隈
町
が
パ
ラ
グ
ア
イ
共
和
国
イ
タ
プ
ア
県
ア
ベ
レ
ア
郡
に
あ
る
フ
ラ
ム
移
住
地
に
、
集
団
移
住
の
第
一
陣
を
送
り
出

し
た
の
は
、
昭
和
三
十
一
年
十
月
七
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
集
団
移
住
を
立
案
し
、
実
施
し
た
の
は
、
新
生
の
沼
隈
町
長
・
神
原
秀
夫
で
あ

っ
た
。
当
時
の
マ
ス
コ
ミ
の
神
原
秀
夫
お
よ
び
集
団
移
住
計
画
へ
の
論
調
は
、
極
め
て
肯
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
昭
和
三
十

一
年
八
月
二
十
一
日
の
毎
日
新
聞
（
大
阪
本
社
）
夕
刊
は
次
の
よ
う
に
神
原
秀
夫
を
紹
介
し
て
い
る
．

　
　
「
初
代
の
町
長
に
選
ば
れ
た
神
原
秀
夫
氏
（
3
9
）
は
町
の
生
き
る
道
は
海
外
移
住
以
外
に
な
い
と
町
会
議
員
そ
の
他
保
守
的
な
農
村
の
有
力
者
を
説
い

　
て
ま
わ
り
、
昨
年
秋
町
議
会
が
町
政
の
一
環
と
し
て
南
米
移
住
を
議
決
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
つ
い
で
神
原
町
長
は
去
る
四
月
移
民
船
『
あ
ふ
り
か
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丸
』
に
移
住
監
督
助
手
と
し
て
乗
り
こ
み
、
二
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
移
民
先
を
視
察
し
て
ま
わ
り
、
現
地
の
実
情
を
く
わ
し
く
研
究
し
て
帰

　
国
し
た
。
こ
れ
で
自
信
を
深
め
、
さ
っ
そ
く
町
役
場
内
の
教
育
委
員
会
に
移
民
相
談
係
を
新
設
し
て
希
望
者
を
募
っ
た
。
」

　
同
様
に
、
昭
和
三
十
一
年
八
月
二
十
九
目
の
中
国
新
聞
は
「
青
年
町
長
の
情
熱
実
を
結
ぶ
」
の
見
出
し
を
つ
け
て
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

　
　
「
同
町
で
は
さ
る
四
月
単
身
渡
航
し
た
神
原
秀
夫
町
長
が
私
財
六
〇
〇
万
円
を
投
げ
出
し
て
求
め
た
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
．
フ
ラ
ム
地
区
の
原
始
林
一
千

　
町
歩
余
り
に
新
生
の
沼
隈
町
を
建
設
す
る
た
め
備
後
フ
ラ
ム
地
区
開
拓
組
合
を
つ
く
り
、
五
ケ
年
計
画
の
移
住
対
策
を
練
っ
て
い
た
が
、
構
想
を
発
表

　
し
て
以
来
、
ま
だ
見
ぬ
新
天
地
に
更
生
の
夢
を
描
く
各
地
か
ら
の
移
住
希
望
者
が
殺
到
…
…
」

　
昭
和
三
十
一
年
十
月
七
日
の
移
住
団
第
一
陣
の
出
発
に
あ
た
り
大
阪
の
毎
日
新
聞
社
機
「
暁
星
号
」
が
沼
隈
町
に
ま
い
た
祝
賀
ビ
ラ
は

次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
　
「
き
ょ
う
こ
こ
に
沼
隈
町
民
六
家
族
三
十
六
名
が
海
外
移
民
の
第
一
陣
と
し
て
遥
か
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
ヘ
船
出
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
壮
途
を
お
祝
い

　
す
る
と
と
も
に
、
沼
隈
町
大
き
く
は
日
本
の
海
外
発
展
の
礎
石
と
な
れ
る
よ
う
お
祈
り
い
た
し
．
神
原
町
長
の
遠
大
な
御
計
画
に
対
し
敬
意
を
表
す
る

　
も
の
で
あ
り
ま
す
．
」

　
沼
隈
町
長
神
原
秀
夫
は
、
こ
の
海
外
移
住
計
画
に
よ
り
、
沼
隈
町
と
自
分
自
身
を
日
本
全
国
に
知
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
外
務
省

も
こ
の
国
策
に
合
致
し
た
沼
隈
町
の
計
画
を
助
成
す
る
た
め
、
移
住
局
第
三
課
長
原
栄
吉
を
沼
隈
町
に
派
遺
し
て
指
導
に
当
ら
せ
た
．
毎

日
新
聞
夕
刊
は
昭
和
三
十
一
年
八
月
二
十
一
日
の
記
事
で
こ
の
課
長
の
談
話
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
　
「
町
村
自
体
が
人
口
過
剰
の
悩
み
を
移
民
に
解
決
を
求
め
た
と
い
う
点
で
は
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
喜
ば
し
い
。
沼
隈
町
の
場
合
は
町
長
自
身
が
広
報
宣

　
伝
な
ど
先
頭
に
立
っ
て
や
っ
て
い
る
の
で
う
ま
く
い
く
だ
ろ
う
。
理
想
的
な
行
き
方
と
し
て
大
い
に
援
助
し
た
い
。
」

　
さ
ら
に
財
団
法
人
・
日
本
海
外
協
会
連
合
会
の
広
報
紙
「
海
外
移
住
」
の
昭
和
三
十
一
年
九
月
一
日
号
は
「
町
中
は
移
住
施
風
」
と
い

う
記
事
を
掲
げ
て
い
る
。

　
　
「
既
報
．
移
住
に
町
長
さ
ん
乗
り
出
す
”
で
、
全
国
的
に
話
題
を
な
げ
た
広
島
県
沼
隈
郡
沼
隈
町
の
町
長
さ
ん
神
原
秀
夫
は
八
月
中
旬
上
京
、
パ
ラ
グ
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ア
イ
の
フ
ラ
ム
植
民
地
に
町
の
人
々
を
送
る
た
め
、
外
務
省
、
海
協
連
と
本
格
的
打
合
せ
を
行
っ
た
。
．
－

　
今
回
は
移
住
の
指
導
者
に
ま
つ
り
あ
げ
ら
れ
た
神
原
さ
ん
は
、
日
頃
柔
和
な
顔
を
一
層
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
『
海
外
移
住
の
先
月
号
で
宣
伝
し
て
頂
い
た

お
陰
で
毎
日
、
町
の
人
だ
け
で
な
く
、
遠
く
か
ら
も
問
い
合
せ
の
方
々
が
見
え
て
応
接
に
大
わ
ら
わ
で
す
…
－
』
と
自
信
の
程
を
ほ
の
め
か
し
て
い

た
．
」

戦後社会史としての海外移住

〔
神
原
秀
夫
の
自
画
像
〕

　
神
原
秀
夫
（
一
九
一
六
～
一
九
七
七
）
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
同
氏
の
葬
儀
委
員
長
と
し
て
衆
議
院
議
員
宮
沢
喜
一

が
読
ん
だ
弔
辞
の
中
に
簡
明
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
君
は
昭
和
十
三
年
三
月
立
命
館
大
学
を
卒
業
、
兵
役
に
服
し
た
後
、
昭
和
十
七
年
以
来
、
父
祖
伝
来
の
事
業
で
あ
る
造
船
業
及
び
海
運
業
を
ご
尊
父
、

　
勝
太
郎
翁
よ
り
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
当
時
の
木
造
船
所
は
、
い
ま
や
一
〇
万
総
ト
ソ
の
造
船
能
力
を
持
つ
造
船
所
に
生
長
し
、
我
が
国
中
級
造
船
所
の

　
上
位
に
あ
っ
て
、
年
間
の
生
産
高
は
五
六
〇
億
円
を
超
え
る
に
至
り
ま
し
た
．

　
　
修
繕
部
門
に
お
い
て
も
、
他
社
に
先
が
け
て
二
〇
万
ト
γ
ド
ッ
ク
を
建
設
す
る
な
ど
、
常
に
業
界
の
先
頭
に
立
っ
て
発
展
努
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
海
運
業
界
に
あ
っ
て
は
、
終
戦
に
よ
っ
て
壊
滅
に
ひ
ん
し
た
海
上
輸
送
力
の
急
速
な
回
復
を
企
図
し
、
機
帆
船
団
を
編
成
し
て
、
九
州
、
北
海
道
の

　
石
炭
輸
送
に
従
事
．
こ
れ
が
基
盤
と
な
っ
て
や
が
て
内
航
、
近
航
、
遠
洋
と
次
々
に
航
権
を
拡
張
し
、
い
ま
や
十
五
万
ト
ン
に
余
る
船
腹
を
運
航
、
海

　
運
の
発
展
に
寄
与
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
．

　
　
君
は
こ
の
造
船
、
海
運
を
二
本
の
柱
に
、
二
〇
社
に
余
る
関
連
企
業
を
運
営
し
、
な
か
で
も
南
米
ウ
ル
グ
ア
イ
に
現
地
法
人
を
設
立
、
一
二
、
O
O

　
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
余
る
農
業
を
経
営
し
、
更
に
は
ラ
プ
ラ
タ
河
口
に
造
船
所
を
建
設
し
て
、
幼
少
の
頃
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
海
外
へ
の
進
出
を
実
現
し

　
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

　
　
君
は
ま
た
昭
和
三
〇
年
に
は
初
代
沼
隈
町
長
に
選
ば
れ
、
ダ
ム
建
設
に
よ
る
水
道
の
設
置
、
ブ
ド
ウ
園
の
開
墾
、
ま
た
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
国
へ
の
町

　
ぐ
る
み
移
住
計
画
な
ど
多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
．
更
に
は
精
神
薄
弱
児
の
た
め
の
施
設
で
あ
る
ゼ
ノ
少
年
牧
場
の
設
立
に
私
財
を
投
入
す
る
な

　
ど
、
社
会
福
祉
事
業
へ
の
貢
献
も
数
限
り
あ
り
ま
せ
ん
」
（
「
神
原
秀
夫
伝
」
昭
和
五
八
年
三
月
　
非
売
品
）
．

　
神
原
秀
夫
は
海
外
進
出
へ
の
夢
を
戦
後
、
一
貫
し
て
追
い
つ
づ
け
た
．
そ
れ
は
「
出
稼
ぎ
型
」
発
想
に
で
は
な
く
、
「
入
植
・
定
住
型
」
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発
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
．
『
神
原
秀
夫
伝
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
「
秀
夫
は
か
つ
て
町
長
時
代
に
パ
ラ
グ
ア
イ

移
民
を
送
り
出
し
た
時
、
や
が
て
は
現
地
で
船
を
造
り
、
海
運
も
や
り
た
い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
も
そ
う
だ

っ
た
が
、
秀
夫
の
海
外
進
出
の
夢
は
、
い
つ
も
農
園
、
牧
場
、
造
船
所
、
海
運
と
い
う
四
つ
の
要
素
が
必
ず
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
」

（
同
書
）
。

　
事
実
、
秀
夫
は
パ
ラ
グ
ア
イ
以
外
に
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
昭
和
二
十
九
年
）
、
ラ
バ
ウ
ル
（
昭
和
四
十
二
年
）
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
（
昭
和
四

十
六
年
）
、
ウ
ル
グ
ア
イ
（
昭
和
五
十
年
）
へ
の
進
出
な
い
し
、
進
出
計
画
を
熱
心
に
押
し
す
す
め
て
い
る
。
彼
の
国
際
的
視
野
は
、
軍
隊

で
中
国
大
陸
を
転
戦
し
て
い
る
最
中
に
固
め
ら
れ
た
と
い
う
（
同
書
）
。
し
か
し
、
彼
の
伝
記
が
示
す
限
り
、
中
学
（
大
阪
府
立
市
岡
中
学
↓

尾
道
中
学
）
、
立
命
館
大
学
予
科
お
よ
び
法
学
部
を
通
じ
て
知
己
と
な
っ
た
教
授
、
友
人
か
ら
の
影
響
も
強
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
後
に

パ
ラ
グ
ア
イ
移
住
の
団
長
と
な
っ
た
森
大
光
（
現
在
沼
隈
町
の
神
勝
寺
住
職
）
は
、
大
学
時
代
の
同
級
生
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
父
勝
太
郎
が

師
事
し
た
大
阪
市
西
区
本
田
通
り
に
私
塾
を
開
い
て
い
た
今
井
豊
造
、
同
郷
（
沼
隈
）
出
身
の
政
治
家
宮
沢
喜
一
、
昭
和
十
八
年
の
戦
時
処

置
に
よ
り
父
勝
太
郎
の
設
立
し
た
瀬
戸
内
海
運
を
三
井
船
舶
に
売
却
す
る
際
に
三
井
側
担
当
者
と
な
っ
て
以
来
の
知
己
進
藤
孝
二
（
元
大

阪
商
船
三
井
船
舶
会
長
）
等
か
ら
も
大
ぎ
な
影
響
を
う
け
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

　
移
民
送
出
を
計
画
し
た
理
由
と
な
し
て
『
神
原
秀
夫
伝
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
明
治
以
来
、
幾
十
万
の
赤
い
血
潮
で
獲
得
し
た
満
州
、
朝
鮮
、
台
湾
、
千
島
、
樺
太
な
ど
す
べ
て
の
も
の
は
取
り
去
ら
れ
、
四
つ
の
島
に
は
、
そ
れ

　
ま
で
外
地
に
居
り
生
活
し
て
い
た
人
々
す
べ
て
が
返
さ
れ
、
そ
の
人
口
は
一
億
と
い
う
数
字
に
な
り
ま
し
た
．

　
　
四
つ
の
狭
い
島
々
、
そ
の
上
地
下
資
源
の
な
い
国
で
一
億
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
生
き
て
ゆ
け
る
の
か
．
そ
れ
は
資
源
を
外
国
よ
り
購
入
し
、

　
そ
れ
を
加
工
し
輸
出
す
る
こ
と
に
よ
り
．
そ
の
利
益
で
生
活
す
る
よ
り
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
．
こ
れ
が
即
ち
企
業
で
あ
り
．
工
業
で
あ
り
ま
す
。

　
　
私
は
終
戦
直
後
、
と
て
も
こ
の
狭
い
国
で
、
日
本
人
の
す
べ
て
が
生
活
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
て
移
民
事
業
を
や
り
、
こ
の
町
か
ら
も

　
多
数
の
方
を
パ
ラ
グ
ア
イ
に
送
り
出
し
た
の
で
す
が
、
今
日
で
は
工
業
が
発
達
し
人
手
不
足
の
時
代
に
な
り
ま
し
た
．
…
…
」
。

　
ま
た
昭
和
三
十
一
年
十
月
二
十
六
日
、
沼
隈
町
で
開
催
さ
れ
た
「
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
　
フ
ラ
ム
地
区
移
住
に
つ
い
て
の
協
議
会
」
の
協
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議
録
に
秀
夫
の
発
言
が
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
沼
隈
町
の
主
要
現
金
収
入
源
で
あ
っ
た
騨
草
、
藺
製
品
、
漁
業
、
機
帆
船
等
の
現
状
を
見
、
将
来
を
愁
う
る
に
、
藺
草
は
既
に
全
国
的
に
栽
培
せ
ら

　
れ
、
機
械
の
進
歩
は
当
然
生
産
過
剰
と
な
り
、
加
う
る
に
化
学
繊
維
の
発
達
に
依
っ
て
将
来
性
な
く
漁
業
は
終
戦
時
の
乱
獲
に
よ
っ
て
殆
ん
ど
潰
滅
状

　
態
に
達
し
、
機
帆
船
は
綱
船
の
優
秀
性
と
能
率
性
に
お
さ
れ
て
転
換
期
に
た
ち
、
農
家
平
均
二
段
三
畝
の
耕
作
で
は
前
途
全
く
沼
隈
町
の
将
来
は
光
明

　
な
く
，
加
う
る
に
人
口
過
剰
で
遠
か
ら
ず
不
況
に
お
そ
わ
れ
る
や
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
困
窮
者
続
出
す
る
状
態
で
あ
る
．
依
っ
て
人
口
問
題
を
解
決
し
、

　
町
民
を
安
住
せ
し
め
る
に
は
、
海
外
送
り
出
し
の
外
途
な
く
、
こ
の
こ
と
の
解
決
は
小
職
町
長
在
職
中
の
重
要
な
る
使
命
と
考
え
、
い
つ
に
で
も
海
外

　
に
進
出
し
得
る
状
態
を
築
き
た
い
念
願
で
あ
る
．
」

　
神
原
秀
夫
自
身
が
描
く
自
画
像
は
、
広
島
県
の
一
小
町
に
あ
り
な
が
ら
、
国
家
と
世
界
を
視
野
に
入
れ
た
町
政
を
立
案
、
実
施
す
る
自

分
こ
そ
、
政
治
家
と
し
て
も
企
業
家
と
し
て
も
父
勝
太
郎
の
信
念
の
忠
実
な
実
践
者
で
あ
り
、
真
の
郷
土
愛
に
燃
え
た
男
で
あ
る
と
自
負

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
『
神
原
勝
太
郎
伝
』
（
昭
和
三
十
六
年
十
二
月
非
売
品
）
に
、
「
郷
土
に
は
偉
人
が
出
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
地
方
に
は
先

覚
者
が
居
ら
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
偉
人
先
覚
者
は
そ
の
土
地
の
繁
栄
の
手
引
ぎ
で
あ
る
。
か
よ
う
な
有
為
の
人
物
は
、
よ
ろ
し
く
周
囲
よ
り
押

し
上
げ
て
伸
ば
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
地
方
繁
栄
の
先
達
と
し
て
、
衆
多
の
人
が
盛
り
立
て
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
あ
る
よ
う
に
。

戦後社会史としての海外移住

〔
沼
隈
町
内
部
か
ら
見
た
神
原
秀
夫
像
〕

　
神
原
秀
夫
は
町
長
に
就
任
し
た
翌
月
の
昭
和
三
十
年
五
月
広
島
県
海
外
協
会
の
理
事
と
な
っ
た
。
そ
し
て
町
長
在
職
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
昭
和
三
十
一
年
四
月
、
移
民
船
「
あ
ふ
り
か
丸
」
に
乗
り
南
米
視
察
の
途
に
つ
い
た
こ
と
は
、
先
に
引
用
し
た
毎
日
新
聞
記
事
（
昭

和
三
十
一
年
八
月
二
十
一
日
）
が
報
じ
る
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
旅
行
の
途
中
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
五
〇
年
祭
に
出
席
す
る
広
島
県
知
事
、
大

原
博
行
と
も
一
時
行
動
を
と
も
に
し
た
。
秀
夫
は
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
沼
隈
町
か
ら
移
民
を
送
り
込
む
土
地
を
得
よ
う
と
し
た
。
は
じ

め
ブ
ラ
ジ
ル
な
い
し
レ
ウ
ル
グ
ア
イ
を
候
補
に
し
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
土
地
購
入
は
法
手
続
が
複
雑
な
た
め
あ
き
ら
め
た
（
『
神
原
秀
夫

傳
』
）
。
ま
た
ウ
ル
グ
ア
イ
は
土
地
の
価
格
の
析
り
合
い
が
つ
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
外
務
省
事
務
官
の
す
す
め
で
パ
ラ
グ
ア
イ
に
土
地
を
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購
入
す
る
こ
と
に
し
て
、
海
外
移
住
振
興
会
社
の
造
成
地
一
、
○
○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
価
格
約
六
〇
〇
万
円
で
購
入
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

し
か
し
秀
夫
自
身
は
現
地
に
立
ち
寄
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
一
括
購
入
し
た
入
植
地
の
名
儀
は
神
原
秀
夫
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
三
十
一
年
の
沼
隈
町
議
会
の
第
二
回
臨
時
会
で
は
神
原
秀
夫
町
長
の
南
米
視
察
を
め
ぐ
る
質
疑
が
行
わ
れ
た
。
主
要
な
争
点
は
、

e
町
長
の
外
遊
時
に
お
け
る
身
分
と
経
費
、
⇔
町
の
大
事
業
が
実
現
し
つ
つ
あ
る
時
な
の
で
外
遊
よ
り
も
町
政
に
専
念
す
べ
き
で
は
な
い

か
、
で
あ
っ
た
。
各
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
述
べ
た
後
、
休
憩
を
と
り
、
再
開
後
、
町
長
の
外
遊
を
全
員
異
議
な
く
承
認
し
た
。
そ
の

経
緯
を
会
議
録
綴
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
「
〔
五
番
議
員
〕
　
沼
隈
町
が
発
足
以
来
未
だ
日
も
浅
い
の
で
す
が
、
町
長
の
遠
大
な
る
理
想
で
あ
る
大
事
業
が
着
々
と
実
現
さ
れ
、
今
大
き
な
も
の
を

　
拾
っ
て
見
ま
し
て
も
庁
舎
新
築
．
養
老
院
の
建
築
、
県
道
改
修
、
金
明
会
館
、
失
対
事
業
等
が
施
行
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
き
町
長
の
外
遊
と
い
う
こ
と
は

　
ま
こ
と
に
惜
し
い
と
思
い
ま
す
。
町
長
は
次
か
ら
次
へ
の
事
業
に
対
し
て
献
身
的
な
努
力
を
傾
倒
さ
れ
町
民
に
於
て
も
町
長
の
健
康
を
心
配
し
て
居
る

　
声
を
度
々
き
き
ま
す
．
こ
の
建
設
段
階
に
於
け
る
外
遊
は
是
非
お
引
止
め
し
て
町
政
に
専
念
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
我
が
国
は
敗
戦
後

　
四
つ
の
領
土
を
保
有
す
る
の
み
で
，
其
の
上
、
外
国
か
ら
門
戸
を
閉
鎖
さ
れ
僅
か
に
南
米
の
土
地
に
移
民
を
許
さ
れ
て
お
る
の
み
に
て
、
政
府
も
移
民

　
に
つ
い
て
は
重
大
政
策
と
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
．
県
に
於
て
も
移
民
県
と
し
て
町
長
の
外
遊
を
重
大
視
し
、
且
つ
期
待
を
か

　
け
て
い
る
も
の
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

　
　
我
が
沼
隈
町
に
於
て
も
．
次
、
三
男
対
策
と
し
て
こ
の
移
民
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
外
遊
後
、
移
民
に
つ
い
て
は
幾
多
の
便
宜

　
を
も
た
ら
さ
れ
る
と
大
き
な
期
待
が
か
け
ら
れ
る
も
の
と
信
じ
ま
す
．
町
長
は
本
県
の
移
民
協
会
の
理
事
も
せ
ら
れ
、
外
務
省
の
移
民
嘱
託
と
し
て
南

　
米
に
外
遊
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
国
家
的
人
物
を
本
町
が
独
占
す
る
こ
と
は
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
私
は
町
長
外
遊
の
件
は
承
認

　
す
る
と
い
う
動
議
を
提
出
い
た
し
ま
す
。
尚
、
外
遊
後
は
御
身
体
に
十
二
分
に
留
意
せ
ら
れ
、
目
的
達
成
の
上
は
出
来
る
だ
け
早
く
帰
還
せ
ら
れ
本
町

　
の
た
め
に
御
尽
粋
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
と
お
祈
り
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
．

　
　
〔
十
八
番
議
員
〕
　
町
長
外
遊
に
つ
い
て
…
…
私
の
意
見
と
し
ま
し
て
は
旅
費
を
い
く
ぶ
ん
で
も
持
つ
べ
き
で
あ
り
、
五
番
議
員
の
動
議
に
賛
成
し
ま

　
す
．
」

　
こ
れ
に
対
し
、
神
原
秀
夫
は
次
の
よ
う
に
抱
負
を
述
べ
て
い
ゑ
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六
町
長
〕
　
町
長
の
外
遊
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
の
協
賛
を
い
た
だ
き
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。
こ
の
外
遊
に
つ
い
て
の
成
果
が
あ
が

　
る
か
ど
う
か
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
実
地
調
査
を
し
て
そ
の
体
験
を
話
し
た
方
が
、
次
・
三
男
も
安
心
す
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
ま
す
。
又
、

　
南
米
の
移
住
地
に
行
っ
て
連
絡
を
密
に
し
て
お
く
こ
と
が
、
次
．
三
男
に
止
ま
ら
ず
生
活
に
困
窮
す
る
者
、
又
、
雄
図
を
持
つ
人
々
が
心
強
く
思
う
も

　
の
と
存
じ
ま
す
．
ど
う
か
外
遊
間
は
従
来
通
り
よ
り
一
層
の
御
協
賛
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
．
」

　
沼
隈
町
初
代
町
長
と
し
て
の
神
原
秀
夫
の
行
政
方
針
に
対
し
、
賛
成
の
者
ば
か
り
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
昭
和
三
十
一

年
一
月
五
日
付
の
沼
隈
町
広
報
は
町
民
の
声
欄
に
次
の
よ
う
な
投
書
を
の
せ
て
い
る
。

　
　
「
お
よ
そ
、
政
治
は
積
極
性
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
新
町
発
足
以
来
、
意
気
と
熱
意
に
よ
る
超
ス
ピ
ー
ド
の
神
原
町
政
に
は
一
応
頭
が
下
る
．

　
し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
大
事
業
を
計
画
し
て
、
果
し
て
完
全
結
実
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
町
財
政
の
裏
付
け
は
可
能
か
と
一
応
問
う
て
見
た
く

　
な
る
の
は
町
民
と
し
て
の
一
般
心
理
で
あ
る
。
…
・

　
　
終
り
に
、
町
当
局
に
望
む
。
町
政
の
在
り
方
、
事
業
の
趣
旨
そ
の
利
害
得
失
等
を
普
く
町
民
に
徹
底
さ
せ
て
貰
い
た
い
。
こ
の
徹
底
を
欠
け
ば
、
勢

　
い
疑
惑
と
誤
解
と
を
助
長
し
、
果
て
は
、
憎
悪
と
怨
恨
を
生
じ
、
町
政
阻
害
の
お
そ
れ
な
し
と
し
な
い
ダ
ム
の
問
題
に
於
て
は
特
に
然
り
で
あ
る
．

　
『
話
せ
ば
わ
か
る
町
政
懇
談
会
』
等
、
時
に
応
じ
て
開
催
し
て
貰
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
」

　
追
随
者
、
支
持
者
の
目
に
は
頼
り
が
い
の
あ
る
有
能
な
政
治
家
と
映
っ
た
秀
夫
の
姿
は
、
批
判
者
か
ら
は
独
断
専
行
型
政
治
家
と
し
て

映
っ
て
い
た
。
こ
の
様
な
状
況
で
集
団
移
住
を
手
が
け
た
秀
夫
は
、
町
長
の
任
期
半
端
で
病
魔
に
よ
り
辞
職
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

強
力
な
推
進
老
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
沼
隈
町
の
海
外
移
住
に
つ
い
て
、
町
議
会
も
移
住
者
達
も
将
来
に
大
き
な
不
安
を
感
じ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
。
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
三
日
の
第
五
回
沼
隈
町
議
会
臨
時
会
議
事
録
は
次
の
議
論
が
た
た
か
わ
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い

る
。

　
　
「
〔
十
六
番
議
員
〕
　
…
…
移
民
は
他
町
村
が
や
っ
て
い
な
い
特
殊
性
の
あ
る
政
策
で
す
が
、
町
長
退
職
後
も
町
と
し
て
継
続
す
べ
き
で
ど
の
点
ま
で
町

　
長
の
腹
で
や
っ
て
い
る
の
か
、
ど
の
程
度
ま
で
町
と
し
て
や
っ
て
い
る
の
か
根
本
的
に
確
認
し
て
置
き
た
い
と
思
い
ま
す
．
尚
、
移
民
（
経
費
－
・
：

　
（
）
内
は
鶴
木
）
は
特
別
交
付
税
と
し
て
貰
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
う
が
見
透
し
は
ど
う
か
．

　
　
〔
町
長
〕
　
町
の
経
済
を
町
民
に
納
得
し
て
い
た
だ
き
万
全
を
期
し
て
こ
の
数
字
を
確
保
し
た
い
と
思
い
ま
す
．
移
民
の
特
別
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て
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現
在
二
〇
〇
万
円
使
っ
て
居
り
ま
す
が
、
福
山
地
方
事
務
所
長
、
県
外
事
課
長
に
二
〇
〇
万
円
の
要
求
は
申
入
れ
す
る
と
言
っ
て
お
き
ま
し
た
が
、
一

〇
〇
万
円
か
一
五
〇
万
円
の
猛
運
動
を
展
開
し
ま
す
。
移
住
に
つ
き
ま
し
て
は
現
地
に
行
っ
た
人
に
政
府
の
買
っ
て
い
る
も
の
を
売
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
フ
ラ
ム
組
合
が
パ
国
の
法
人
に
な
り
ま
す
の
で
、
パ
国
の
許
可
で
定
款
を
作
成
す
る
、
こ
れ
が
第
二
の
沼
隈
町
と
考
え
ら
れ
れ
ば
よ
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
は
資
本
投
下
せ
ず
永
久
に
移
住
を
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
．
」

神
原
秀
夫
の
町
長
辞
職
が
、
移
住
者
達
に
与
え
た
シ
ョ
ッ
ク
は
一
層
ひ
ど
い
も
の
で
あ
っ
た
．

204

〔
移
住
者
の
見
た
神
原
秀
夫
像
〕

　
入
植
地
の
現
実
の
状
況
は
、
移
住
者
た
ち
が
日
本
で
想
像
し
て
い
た
以
上
に
荷
酷
で
あ
っ
た
．
し
か
も
入
植
時
期
が
雨
期
に
近
か
っ
た

た
め
、
耕
地
を
作
る
た
め
の
山
焼
き
も
十
分
に
行
え
ず
、
ま
た
よ
う
や
く
収
穫
し
た
作
物
も
販
路
が
な
く
現
金
化
す
る
こ
と
が
む
づ
か
し

い
有
様
で
あ
っ
た
。
移
住
者
た
ち
は
、
自
足
的
生
活
が
可
能
と
な
る
迄
の
期
間
、
計
算
外
の
必
要
不
可
欠
な
出
費
が
つ
づ
い
た
．
日
本
で

移
住
振
興
会
社
な
ど
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
営
農
計
画
は
入
植
直
後
に
破
綻
し
た
。
移
住
者
達
は
次
の
様
な
手
紙
を
送
っ
て
き
て
い
る
。

「
内
地
か
ら
来
る
と
き
資
金
問
題
を
そ
れ
程
大
き
く
考
え
な
か
っ
た
が
、
現
地
に
来
て
み
て
開
拓
自
営
移
住
者
の
場
合
、
資
金
は
で
き
る

だ
け
多
く
用
意
す
べ
き
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
」
と
か
、
あ
る
い
は
「
日
本
か
ら
移
住
者
を
送
出
し
放
し
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

こ
の
最
初
の
一
年
間
に
日
本
側
も
パ
ラ
グ
ア
イ
側
も
資
金
面
や
施
設
面
で
も
う
少
し
面
倒
を
み
る
よ
う
に
し
た
ら
移
住
者
の
基
礎
は
強
固

に
固
る
と
思
い
ま
す
」
（
以
上
「
海
外
移
住
」
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
一
目
）
。
移
住
地
で
は
混
乱
が
出
は
じ
め
て
い
た
。
「
約
ニ
ケ
月
の
テ
ン
ト

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
間
に
、
『
パ
ラ
グ
ア
イ
で
は
金
も
う
け
出
来
な
い
』
と
か
『
あ
ん
な
山
中
で
は
（
例
え
作
物
を
つ
く
っ
て
も
）
運
賃

に
か
か
っ
て
し
ま
う
』
と
か
い
ろ
い
ろ
不
安
な
デ
マ
が
飛
ん
だ
」
（
宮
里
忠
孝
”
移
住
者
の
た
よ
り
”
「
海
外
移
住
」
昭
和
三
十
二
年
二
月
一
日
）
。

　
入
植
者
た
ち
は
、
神
原
秀
夫
の
才
覚
と
財
力
を
あ
て
に
し
た
。
秀
夫
は
第
一
次
移
住
団
を
送
り
出
す
に
あ
た
っ
て
「
製
材
機
、
発
動
機
、

オ
ー
ト
三
輪
、
荷
車
、
ト
ロ
車
各
二
台
、
脱
穀
機
、
製
粉
機
、
発
電
機
、
豆
腐
製
造
機
、
ガ
ラ
紡
機
各
一
台
、
医
療
器
具
一
式
、
薬
品
、



戦後社会史としての海外移住

工
作
器
具
な
ど
か
ら
娯
楽
用
品
一
式
」
を
私
財
で
揃
え
た
（
『
神
原
秀
夫
伝
』
前
掲
）
。
さ
ら
に
、
入
植
地
に
診
療
所
を
つ
く
り
、
自
分
の
人

脈
の
中
か
ら
医
師
を
さ
が
し
出
し
て
派
遣
し
た
．
こ
の
診
療
所
は
「
神
原
記
念
病
院
」
と
命
名
さ
れ
、
現
在
の
国
際
協
力
事
業
団
の
病
院

の
礎
と
な
っ
た
．
ま
た
移
住
地
の
事
務
の
専
従
者
を
秀
夫
の
友
人
や
沼
隈
町
役
場
、
神
原
汽
船
の
社
員
の
中
か
ら
選
ん
で
送
っ
て
い
る
。

　
沼
隈
町
移
住
地
の
入
植
者
た
ち
が
如
何
に
、
神
原
秀
夫
の
財
力
に
頼
っ
て
い
た
か
は
、
高
知
県
幡
多
郡
大
正
町
か
ら
の
移
住
団
長
と
し

て
同
じ
く
フ
ラ
ム
に
入
植
し
た
山
脇
敏
麿
の
高
知
県
知
事
に
宛
て
た
文
書
（
昭
和
三
十
三
年
二
月
五
日
）
に
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
「
…
…
ト
ラ
ッ
ク
ニ
両
大
型
製
粉
機
同
製
緬
機
各
一
式
ト
ラ
ク
タ
ー
一
台
搾
油
機
一
式
又
組
合
の
運
転
資
金
の
借
入
を
支
店
に
交
渉
し
ま
し
た
が
、
現

　
金
融
資
は
今
の
と
こ
ろ
駄
目
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
広
島
県
沼
隈
町
の
集
団
移
住
に
つ
い
て
は
内
地
で
同
社
よ
り
資
金

　
借
入
が
決
定
し
て
近
く
送
金
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
同
組
合
は
ラ
パ
ス
農
業
協
同
組
合
と
い
っ
て
高
知
県
と
隣
接
し
た
組
合
で
あ
り
ま
す

　
が
こ
れ
は
広
島
県
沼
隈
町
長
神
原
秀
夫
氏
が
個
人
的
に
移
住
を
推
進
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
．
同
氏
が
内
地
で
背
景
と
な
っ
て
政
治
的
に
解
決
し

　
た
も
の
な
ら
ん
と
推
測
し
て
お
り
ま
す
。
…
…
広
島
の
ラ
パ
ス
農
協
は
神
原
汽
船
株
式
会
社
（
社
長
神
原
秀
夫
氏
）
よ
り
何
千
万
円
と
い
う
資
金
が
投

　
入
さ
れ
す
で
に
常
勤
の
事
務
員
も
組
合
と
別
に
七
、
八
名
の
者
が
お
り
、
団
長
、
副
団
長
は
常
勤
で
労
働
せ
ず
エ
ソ
カ
ル
ナ
シ
ヨ
ソ
市
に
出
た
時
は
ホ

　
テ
ル
泊
で
仲
々
豪
勢
を
極
め
て
お
り
ま
す
。
…
…
我
々
は
特
別
の
場
合
を
除
い
て
は
エ
ン
カ
ル
ナ
シ
ヨ
y
市
に
出
た
時
は
毛
布
を
携
行
し
て
移
民
収
容

　
所
で
泊
っ
て
い
る
実
状
で
決
し
て
無
駄
な
経
費
を
消
費
し
て
お
り
ま
せ
ん
．
」

　
沼
隈
町
か
ら
の
移
住
者
達
が
頼
に
し
て
い
た
神
原
秀
夫
は
、
前
述
し
た
と
お
り
健
康
上
の
理
由
で
昭
和
三
十
二
年
四
月
十
五
日
、
第
二

回
沼
隈
町
議
会
臨
時
会
で
町
長
を
辞
職
し
た
。
秀
夫
は
直
ち
に
「
神
原
移
住
研
究
会
」
を
神
原
汽
船
の
中
に
設
置
し
、
移
住
者
に
対
す
る

各
般
の
援
助
等
を
事
業
項
目
に
か
か
げ
た
が
入
植
地
の
動
揺
は
お
さ
え
切
れ
な
か
っ
た
．

三
、
企
業
型
移
住
と
し
て
の
沼
隈
町
移
住
団

『
神
原
秀
夫
博
』
（
前
掲
）

は

こ
の
移
住
地
の
混
乱
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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「
移
住
団
を
送
り
出
し
た
直
後
、
病
に
倒
れ
、
翌
春
、
町
長
を
辞
任
し
た
こ
と
も
移
住
者
た
ち
に
は
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
．
」

　
昭
和
三
十
三
年
七
月
二
十
日
、
日
本
の
新
聞
各
紙
は
、
フ
ラ
ム
沼
隈
町
移
住
地
か
ら
「
嘆
願
書
」
が
年
の
は
じ
め
に
広
島
県
知
事
宛
に

送
ら
れ
て
来
て
い
る
こ
と
を
一
斉
に
報
じ
て
い
る
。
即
ち
、
毎
目
新
聞
は
「
収
穫
な
く
ド
γ
底
生
活
南
米
町
ぐ
る
み
移
民
S
O
S
」
、

朝
日
新
聞
は
「
収
穫
皆
無
で
売
り
食
い
　
パ
ラ
グ
ア
イ
移
民
団
か
ら
S
O
S
」
、
日
本
経
済
新
聞
は
「
村
ぐ
る
み
移
民
S
O
S
」
、
ま
た
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

元
の
中
国
新
聞
は
「
町
ぐ
る
み
移
民
団
（
広
島
県
沼
隈
町
）
が
嘆
願
書
　
ー
生
活
に
困
っ
て
い
る
　
連
名
で
政
府
へ
援
助
申
入
れ
」
で
あ
る
。

　
沼
隈
町
議
会
は
、
昭
和
三
十
三
年
九
月
十
一
日
、
臨
事
会
を
開
き
こ
の
問
題
を
討
議
し
た
．
こ
の
中
で
も
神
原
秀
夫
の
名
前
が
前
町
長

と
し
て
登
場
し
、
広
島
県
か
ら
要
請
さ
れ
た
現
地
視
察
と
、
義
援
金
の
送
金
に
つ
い
て
秀
夫
か
ら
資
金
援
助
が
な
さ
れ
た
。
沼
隈
町
議
会

臨
時
会
会
議
録
綴
に
よ
る
町
長
の
発
言
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
「
…
－
先
般
新
聞
等
で
報
道
い
た
し
ま
し
た
パ
ラ
グ
ア
イ
移
民
そ
の
後
の
経
過
、
事
情
等
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告
申
し
あ
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
．
移
民

　
事
業
は
、
沼
隈
町
建
設
計
画
の
重
要
政
策
と
し
て
計
画
さ
れ
た
前
町
長
の
大
英
断
に
町
議
会
も
御
承
認
さ
れ
ま
し
て
、
現
在
ま
で
推
行
致
し
て
い
た
次

　
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　
現
在
五
十
八
家
族
、
四
〇
七
名
の
者
が
移
住
い
た
し
ま
し
て
県
の
移
住
課
か
ら
も
今
年
の
初
め
頃
町
か
ら
誰
か
代
表
者
を
送
っ
て
慰
間
激
励
し
て
は

　
ど
う
か
と
い
う
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
町
か
ら
適
当
な
人
に
行
っ
て
貰
お
う
と
言
う
事
に
致
し
ま
し
て
県
海
外
協
会
理
事
、
沼
隈
町
海
外
協
会

　
理
事
で
あ
り
神
原
移
住
研
究
会
の
参
事
を
し
て
お
ら
れ
る
遠
部
義
郎
君
が
適
任
で
あ
る
と
言
う
の
で
、
同
氏
に
決
定
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
．
・

　
　
丁
度
そ
の
頃
皆
様
既
に
御
承
知
の
通
り
各
新
聞
社
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
嘆
願
書
が
県
の
議
会
方
面
に
参
り
ま
し
て
、
之
を
各
新
聞
社
が
と
り
あ

　
げ
ま
し
て
キ
ガ
寸
前
に
あ
る
と
言
う
様
な
報
道
を
い
た
し
ま
し
た
の
で
非
常
に
お
ど
ろ
い
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
早
速
出
県
い
た
し
ま
し
て
事
情
を
調

　
査
致
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
知
事
以
下
非
常
に
心
配
致
し
ま
し
て
何
と
か
町
の
協
力
を
得
て
善
処
い
た
し
た
い
か
ら
誰
か
現
地
に
派
遣
し
て
実
情
を

　
適
確
に
把
握
し
て
対
策
を
立
て
た
い
と
思
う
、
つ
い
て
は
貴
町
の
遠
部
氏
が
よ
く
事
情
に
も
通
じ
て
お
ら
れ
る
か
ら
…
…
（
云
々
）
。

　
　
そ
う
し
て
い
る
内
に
現
地
の
神
原
病
院
で
移
住
者
の
診
療
に
当
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
板
木
先
生
が
お
帰
り
に
な
っ
て
現
地
の
事
情
も
大
体
分
り
、
当

　
初
心
配
し
て
い
た
程
で
も
な
か
っ
た
と
言
う
様
な
事
が
分
り
何
も
多
額
の
金
を
つ
か
っ
て
視
察
せ
ん
で
も
金
を
送
っ
て
や
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
と

　
言
う
様
な
説
も
出
ま
し
た
し
、
我
々
も
或
程
度
そ
う
ゆ
う
気
が
し
な
い
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
県
側
の
意
向
は
移
民
と
い
う
事
業
は
県
と
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し
て
も
重
大
な
政
策
で
あ
り
ま
す
の
で
、
直
接
適
当
な
人
に
現
地
に
行
っ
て
貰
っ
て
実
情
を
も
っ
と
よ
く
調
査
し
将
来
の
移
住
政
策
推
進
の
参
考
に
も

　
致
し
た
い
し
、
所
謂
内
紛
も
根
本
的
に
解
決
し
て
来
て
貰
い
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
県
か
ら
も
課
長
か
係
長
か
を
同
行
さ
せ
る
か
ら
何
と
も
宜
敷
く
た

　
の
む
と
言
う
様
な
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
現
在
の
窮
状
を
救
う
た
め
に
大
体
、
三
～
四
〇
〇
万
円
の
金
が
必
要
な
の
で
あ
り
ま
す
が
、
之
も
前
町
長
の
御
援
助
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

　
い
と
存
じ
ま
す
が
い
き
な
り
今
直
ち
に
全
額
送
金
い
た
し
ま
し
て
も
徒
ら
に
移
住
者
に
依
頼
心
を
起
さ
せ
る
の
み
で
結
果
的
に
悪
い
と
思
わ
れ
ま
す
の

　
で
毎
日
送
る
事
に
致
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
送
金
の
方
法
に
つ
い
て
は
県
が
考
え
よ
う
と
言
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
」
（
文
中
傍
点

　
i
鶴
木
）
。

『
神
原
秀
夫
伝
』
（
前
掲
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
に
「
町
の
職
員
で
な
く
自
社
職
員
（
遠
部
義
良
）
を
派
遣
し
た
の
は
、
町
財
政
に
負
担
を

か
け
な
い
と
い
う
秀
夫
の
心
遣
い
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。

　
神
原
秀
夫
は
町
長
辞
職
後
も
、
何
故
こ
の
様
に
沼
隈
町
移
住
団
に
関
与
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
．

戦後社会史としての海外移住

〔
沼
隈
町
集
団
移
住
の
実
体
〕

　
本
来
、
沼
隈
町
の
町
民
の
失
業
対
策
、
二
・
三
男
対
策
と
し
て
計
画
さ
れ
た
パ
ラ
グ
ア
イ
移
住
で
は
あ
っ
た
が
、
実
際
に
沼
隈
町
か
ら

誰
を
送
り
出
す
か
と
な
る
と
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
町
長
神
原
秀
夫
が
陣
頭
に
立
っ
た
移
住
勧
誘
も
所
期
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
な

か
っ
た
ば
か
り
か
、
か
え
っ
て
町
長
に
勧
誘
は
差
別
だ
と
詰
め
よ
る
者
も
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
沼
隈
町
の
実
状
と
は
無
関
係
に
、
沼
隈
町

集
団
移
住
計
画
は
戦
後
の
新
し
い
移
住
形
態
（
単
な
る
農
業
労
働
者
と
し
て
で
は
な
く
、
始
め
か
ら
自
作
農
と
し
て
移
民
）
と
し
て
脚
光
を
あ
び

た
。
秀
夫
が
打
ち
上
げ
た
「
町
ぐ
る
み
移
住
」
の
計
画
は
、
国
、
県
、
日
本
海
外
協
会
連
合
会
（
海
協
連
）
、
日
本
海
外
移
住
振
興
株
式
会

社
の
意
向
に
束
縛
さ
れ
、
町
の
事
情
に
よ
る
変
更
は
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
．
沼
隈
町
の
計
画
は
、
そ
の
後
の
集
団
移
住
の
手
本
と
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
沼
隈
町
か
ら
は
ど
う
し
て
も
集
団
移
住
を
送
り
出
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
．
沼
隈
町
は
、
そ
こ
で
沼
隈
町
を
通
じ
て
の
移
住
老
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は
す
べ
て
「
備
后
開
拓
組
合
員
」
と
な
り
、
入
植
地
社
会
を
早
く
つ
く
る
た
め
に
他
府
県
の
人
や
町
外
の
人
も
、
良
い
人
な
ら
広
島
県
民

と
し
て
、
沼
隈
町
民
と
し
て
住
民
登
録
を
移
し
て
町
と
し
て
の
移
住
計
画
に
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
『
海
外
移
住
』
（
前
掲
）
の
昭
和
三
十

一
年
九
月
一
日
号
は
、
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
　
「
今
は
移
住
の
指
導
者
に
ま
つ
り
あ
げ
ら
れ
た
神
原
さ
ん
は
、
日
頃
柔
和
な
顔
を
一
層
ほ
こ
ろ
ば
せ
て
『
海
外
移
住
の
先
月
号
で
宣
伝
し
て
頂
い
た
お

　
陰
で
毎
日
、
町
の
人
だ
け
で
な
く
遠
く
か
ら
も
問
合
せ
の
方
々
が
見
え
て
応
接
に
大
わ
ら
わ
で
す
．
こ
の
分
だ
と
一
、
O
O
O
町
歩
ぐ
ら
い
は
す
ぐ
に

　
う
ま
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
ま
た
買
い
た
し
ま
す
よ
』
と
そ
の
自
信
の
程
を
ほ
の
め
か
し
て
い
た
。
」

　
神
原
秀
夫
は
、
「
沼
隈
町
集
団
移
住
」
と
い
う
旗
印
の
下
に
、
実
際
は
本
来
の
沼
隈
町
民
以
外
を
多
数
含
ん
だ
移
住
団
を
送
り
出
さ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
移
集
団
に
参
加
す
れ
ば
、
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
渡
航
資
金
や
営
農
資
金
が
少
な
く
て
す
む
こ
と
は
、
移

住
を
希
望
す
る
日
本
全
国
に
散
在
し
て
い
た
人
々
に
と
っ
て
大
き
な
魅
力
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
戦
後
初
の
「
町
ぐ
る
み
移
住
」
の

「
開
拓
軍
の
編
成
は
、
名
前
は
一
町
の
『
旅
団
』
で
は
あ
っ
た
が
、
裏
を
か
え
せ
ば
半
分
は
他
県
人
、
農
業
経
験
の
な
い
者
が
相
当
い
る

と
い
う
混
成
旅
団
。
そ
し
て
急
い
で
編
成
し
た
ば
か
り
の
、
教
育
も
訓
練
も
う
け
て
い
な
い
部
隊
で
あ
っ
た
。
大
半
が
、
長
い
長
い
輸
送

船
内
で
軍
資
金
を
飲
み
つ
く
し
た
無
装
備
兵
で
あ
っ
た
。
『
行
け
ば
何
と
か
な
る
』
と
い
う
戦
時
下
の
流
言
ま
で
と
ん
だ
」
（
林
内
竹
雄
『
南

米
の
い
ぶ
き
広
島
県
人
を
た
ず
ね
て
』
昭
和
四
十
六
年
一
月
一
日
非
売
品
）
。
こ
れ
が
昭
和
三
十
一
年
か
ら
昭
和
三
十
三
年
に
か
け
て
、
十
三

回
に
わ
た
り
七
〇
世
帯
．
四
一
人
（
単
身
者
七
五
人
、
家
族
三
三
六
人
）
を
送
り
出
し
た
沼
隈
町
の
「
町
ぐ
る
み
移
住
」
の
実
態
で
あ
っ
た
。

　
神
原
秀
夫
は
、
こ
の
様
な
移
住
団
を
沼
隈
町
に
在
っ
て
監
視
す
る
た
め
、
「
備
后
開
拓
組
合
」
の
団
長
に
、
大
学
の
同
級
生
で
宗
教
家

の
森
大
光
（
四
〇
歳
）
、
体
育
娯
楽
指
導
者
と
し
て
遠
縁
に
あ
た
る
柔
道
六
段
の
小
林
年
晴
（
三
三
歳
）
、
営
農
指
導
と
し
て
県
の
農
業
指
導

員
で
あ
っ
た
河
野
広
中
（
四
二
歳
）
、
独
身
青
年
指
導
と
し
て
沼
隈
町
役
場
の
厚
生
主
任
岡
崎
千
代
一
（
四
七
歳
）
を
送
り
出
し
た
（
年
齢
は

い
ず
れ
も
当
時
）
。
し
か
し
、
組
合
長
の
森
、
副
組
合
長
の
小
林
に
は
農
業
の
経
験
が
全
く
な
く
、
神
原
秀
夫
と
の
個
人
的
関
係
だ
け
に
依

っ
て
い
た
こ
と
や
、
こ
の
組
合
指
導
部
に
は
パ
ラ
グ
ア
イ
出
張
社
員
と
し
て
神
原
汽
船
の
社
員
も
数
名
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
秀
夫
に
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と
っ
て
町
長
辞
職
後
も
こ
の
移
住
団
に
関
与
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
更
に
大
き
な
理
由
は
、
移
住
者
を

入
植
さ
せ
た
フ
ラ
ム
の
土
地
は
、
秀
夫
が
個
人
名
儀
で
日
本
海
外
移
住
株
式
会
社
か
ら
一
括
購
入
し
、
後
に
こ
れ
を
入
植
者
に
転
売
す
る

手
筈
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
地
権
関
係
が
入
植
者
と
秀
夫
と
の
問
で
清
算
さ
れ
る
ま
で
秀
夫
は
こ
の
移
住
団
に
関
与
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
何
故
、
神
原
秀
夫
は
「
移
住
」
と
こ
の
よ
う
な
か
か
わ
り
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

戦後社会史としての海外移住

〔
企
業
型
移
住
と
し
て
の
沼
隈
町
集
団
移
住
〕

『
神
原
秀
夫
伝
』
（
前
掲
）
に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。
「
秀
夫
は
か
つ
て
町
長
時
代
に
パ
ラ
グ
ア
イ
移
民
を
送
り
出
し
た
時
．
や
が
て
は
現

地
で
船
を
つ
く
り
、
海
運
も
や
り
た
い
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
」

　
パ
ラ
グ
ア
イ
ヘ
の
移
民
送
出
も
建
て
前
と
し
て
は
「
終
戦
直
後
と
て
も
こ
の
狭
い
国
で
、
日
本
人
の
す
べ
て
が
生
活
で
き
る
も
の
で
は

な
い
と
思
い
ま
し
て
移
民
事
業
を
や
り
、
こ
の
町
か
ら
も
多
数
の
方
々
を
パ
ラ
グ
ア
イ
に
送
り
出
し
た
」
（
同
書
）
と
し
な
が
ら
も
、
先
述

し
た
と
お
り
入
植
地
の
名
儀
を
神
原
秀
夫
個
人
に
し
、
し
か
も
土
地
取
得
の
契
約
に
際
し
て
は
沼
隈
町
職
員
で
は
な
く
、
神
原
汽
船
の
社

員
を
バ
ラ
グ
ア
イ
に
派
遣
し
て
行
わ
せ
た
こ
と
等
を
勘
案
す
る
と
、
「
移
住
」
事
業
に
対
す
る
神
原
秀
夫
の
企
業
家
と
し
て
の
意
識
も
大

き
く
関
与
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
戦
後
九
州
か
ら
の
石
炭
輸
送
を
機
帆
船
を
用
い
て
行
っ
て
い
た
秀
夫
は
市
場
好
況
の
波
に
の
り
次
々
に
事
業
を
拡
大
し
、
そ
れ
は
朝
鮮

戦
争
で
ピ
ー
ク
に
達
し
た
．
秀
夫
は
機
帆
船
会
社
か
ら
汽
船
会
社
へ
の
成
長
を
め
ざ
し
て
昭
和
二
十
三
年
大
阪
商
船
か
ら
初
め
て
鋼
船

「
揖
保
川
丸
」
を
購
入
し
、
瀬
戸
内
海
船
舶
株
式
会
社
の
本
社
を
東
京
に
移
し
、
神
原
汽
船
に
社
名
を
変
更
し
た
。
し
か
し
朝
鮮
戦
争
が

終
わ
る
と
市
況
は
船
舶
過
剰
も
手
伝
っ
て
急
激
に
冷
え
た
。
昭
和
二
十
九
年
暮
れ
に
は
長
期
に
及
ぶ
炭
労
ス
ト
が
あ
り
石
炭
輸
送
業
者
は

深
刻
な
影
響
を
う
け
、
昭
和
三
十
年
に
か
け
て
「
神
原
汽
船
も
給
料
の
遅
配
が
続
き
、
船
体
保
険
料
も
皿
時
払
え
な
い
こ
と
さ
え
あ
っ
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た
」
（
『
神
原
秀
夫
伝
』
前
掲
）
。
．
し
か
し
、
外
航
業
界
は
昭
和
二
十
九
年
か
ら
市
況
が
回
復
し
は
じ
め
昭
和
三
十
年
に
入
る
と
遠
洋
地
向
け

の
輸
出
伸
張
に
伴
い
定
期
船
の
就
航
船
腹
の
着
実
な
増
加
を
も
た
ら
し
た
．
神
原
汽
船
に
外
国
航
路
を
持
た
せ
、
汽
船
会
社
と
し
て
世
間

的
認
知
を
得
た
か
っ
た
秀
夫
に
と
っ
て
、
石
炭
輸
送
の
将
来
性
に
見
切
り
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
時
が
来
て
い
た
。
そ
れ
は
昭
和
三
十
年

八
月
の
石
炭
鉱
業
合
理
化
臨
時
措
置
法
の
公
布
で
あ
っ
た
。
石
油
へ
の
ニ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
が
国
策
と
し
て
志
向
さ
れ
た
．

　
こ
の
時
期
に
秀
夫
は
沼
隈
町
長
と
し
て
集
団
移
住
を
計
画
し
た
の
で
あ
る
。
沼
隈
町
の
失
業
者
対
策
、
二
・
三
男
対
策
と
し
て
計
画
さ

れ
た
「
町
ぐ
る
み
移
住
」
は
、
実
質
的
に
は
町
外
、
県
外
か
ら
の
者
を
多
数
集
め
、
国
の
移
民
に
関
す
る
基
本
政
策
の
一
部
を
無
視
し
て

多
く
の
農
業
経
験
の
な
い
者
を
送
り
出
し
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
前
述
し
た
と
お
り
秀
夫
の
海
外
進
出
の
夢
、
即
ち
海
運
と
移
民
と
の
連

携
を
企
業
家
と
し
て
頭
に
描
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
先
述
し
た
と
お
り
沼
隈
町
移
住
団
の
指
導
者
の
一
人
で
あ
っ
た
岡
崎
千
代
一
に
よ

れ
ば
、
沼
隈
町
集
団
移
住
計
画
は
フ
ラ
ム
の
神
原
の
土
地
に
労
働
者
（
コ
・
ノ
）
と
し
て
移
住
者
を
送
り
込
み
、
農
産
物
を
神
原
汽
船
の
船

を
つ
か
っ
て
日
本
に
輸
送
し
よ
う
と
し
た
節
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
証
拠
に
、
入
植
地
に
農
業
協
同
組
合
を
っ
く
り
土
地
名

儀
を
入
植
者
に
変
更
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
神
原
秀
夫
は
不
満
で
、
な
か
な
か
同
意
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（
昭
和
六
十
年
九
月
、
沼
隈
町
に
お
い
て
面
談
）
。
こ
の
様
に
考
え
る
と
、
神
原
秀
夫
と
い
う
企
業
家
が
町
長
在
職
中
は
多
額
の
私
財
を
投
じ
、

ま
た
病
で
町
長
辞
職
後
は
直
ち
に
「
神
原
移
住
研
究
会
」
を
神
原
汽
船
株
式
会
社
内
に
設
置
し
て
フ
ラ
ム
移
住
地
に
私
人
と
し
て
対
応
す

る
体
制
を
整
え
よ
う
と
し
た
行
動
が
理
解
で
き
る
。

　
沼
隈
町
の
集
団
移
住
、
あ
る
い
は
「
町
ぐ
る
み
移
住
」
は
、
神
原
秀
夫
の
「
企
業
家
精
神
」
の
発
露
に
大
き
く
由
来
す
る
「
企
業
型
移

住
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
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四
、
お
わ
り
に

戦後社会史としての海外移住

　
広
島
県
知
事
へ
の
嘆
願
書
事
件
に
見
ら
れ
る
様
に
、
集
団
入
植
地
の
開
拓
は
順
調
に
は
す
す
ま
ず
、
神
原
秀
夫
も
手
を
ひ
か
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
秀
夫
の
汽
船
会
社
を
主
体
と
し
た
事
業
は
体
質
改
善
を
上
手
に
成
し
遂
げ
、
中
央
の
政
界
、
財
界
の
人
脈
を
つ
ち

か
い
、
ま
た
そ
の
引
ぎ
を
得
て
拡
大
し
て
行
っ
た
。
秀
夫
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
移
住
の
苦
い
経
験
か
ら
、
こ
れ
以
後
は
企
業
家
と
し
て
の
自

分
と
、
社
会
事
業
家
と
し
て
の
自
分
を
分
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
実
行
に
う
つ
し
て
多
く
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
は
既
に

引
用
し
た
宮
沢
喜
一
に
よ
る
弔
辞
に
見
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

　
沼
隈
町
フ
ラ
ム
移
住
地
は
、
昭
和
三
十
八
年
視
察
に
出
か
け
た
広
島
県
外
事
課
移
民
係
長
（
当
時
）
だ
っ
た
林
内
竹
雄
が
次
の
様
に
報
告

し
て
い
る
。
「
自
然
環
境
に
よ
る
荒
波
は
、
過
去
数
次
の
経
験
と
あ
る
程
度
の
生
活
基
礎
が
で
き
あ
が
っ
て
か
ら
は
、
あ
ま
り
響
か
な
く

な
っ
た
。
他
方
の
人
為
的
環
境
に
よ
る
荒
波
は
急
い
で
作
っ
た
混
成
旅
団
だ
け
に
、
そ
れ
に
島
国
根
性
も
で
て
い
つ
ま
で
も
、
静
ま
ろ
う

と
し
て
静
ま
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
内
陸
国
だ
か
ら
、
波
は
お
だ
や
か
で
あ
る
筈
な
の
に
…
…
。
皆
が
内
陸
国
で
あ
る
こ
と
を
心
か

ら
承
知
し
た
と
き
、
眼
を
内
に
も
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
波
は
自
然
に
お
さ
ま
り
楽
し
い
コ
β
ニ
ヤ
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
現
に
移

住
地
の
一
角
か
ら
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
が
わ
き
、
そ
の
よ
う
な
声
が
生
ま
れ
て
朗
る
こ
と
を
、
私
は
確
認
で
き
て
う
れ
し
い
」
（
前
掲
書
）
。

沼
隈
町
移
住
地
は
、
移
住
者
の
神
原
離
れ
と
、
神
原
秀
夫
の
移
住
地
へ
の
企
業
的
野
心
の
終
焉
を
ま
っ
て
安
定
化
へ
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

（
1
）
　
吉
田
茂
『
回
想
十
年
』
東
京
、
白
川
書
院
．
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
．

（
2
）
表
1
、
表
2
（
後
掲
）
参
照
。

（
3
）
　
従
属
論
、
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ク
や
ア
ミ
ン
や
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ソ
に
代
表
さ
れ
る

「
新
従
属
論
」
の
発
想
は
、
極
め
て
示
唆
に
富
む
．
更
に

人
種
・
民
族
問
題
と
か
ら
め
た
理
論
的
考
察
と
し
て
は
、
ン
ッ
ク
ス
『
人
種
問
題
の
社
会
学
』
（
三
嶺
書
房
、
昭
和
六
十
二
年
　
鶴
木
眞
訳
）
が
示
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表1　戦後の渡航費支給移住者数の推移（1952～72年）

年

2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

十昌
＝
口

人

4
8
1
2
8
9
6
0
6
3
1
6
5
8
9
4
3
7
9
4
3

5
9
4
1
6
3
0
1
8
6
0
2
0
1
5
8
2
9
2
7
6

　
4
7
5
1
4
6
6
3
2
2
5
1
8
0
8
6
5
6
6
7

　
1
3
3
6
7
7
7
8
6
2
1
1
　
1

63，156

順位1より　　2　　3　　4　　5 6　　　7　　　8　　　9 10まで

KM　632　Fα　578　HK．　465　FS．　441　KC，　440　HS．　425　KS，　387　YG．　280　TK．　247

0N．　946　KMl758　KC．　727　HK，　593　FO、　455　FS．　422　KS，　409　TK．295　H＆　244

0N。1127　FO，　529　KC。　505　KMl471　KS．　381　HK。　345　TK．　344　TK，281　FS。　269

0凡1134NS，737KS，542KM，426KM．413Fα403既373FS．358Tκ351HS．235
NS，1229　FO．　788　0N。　708　HK．　489　EH，　422　TK。　410　KC．　350　KML　331　KS．　317

0Nl　839　HK。　684　NS．　653　Fα　567　KM　349　TK、290　1T㌧　230　EHl　213　AM，201

〔注〕KM・＝熊本，FO＝福岡，HK＝北海道，FS＝福島，KC＝高知，HS＝広島，KS＝鹿児島，YG＝山口，

　　　TK二束京，ON＝沖縄，NS＝長崎，EH二愛媛，IT＝岩手，AM＝青森
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戦後社会史としての海外移住

　
唆
に
富
む
。

（
4
）
　
西
川
大
二
郎
、
鶴
木
眞
ら
『
戦
後
社
会
史
と
し
て
の
海
外
移
住
』
移
住
研
究
会
報
告
書
　
昭
和
六
十
二
年
　
二
～
三
頁
。

（
5
）
　
日
本
海
外
移
住
振
興
株
式
会
社
の
現
地
支
店
．

（
6
）
　
例
え
ば
目
本
経
済
新
聞
の
記
事
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
昭
和
三
十
三
年
七
月
二
十
日
）
．

　
「
問
題
の
移
民
は
昭
和
三
十
一
年
か
ら
本
年
四
月
ま
で
八
回
に
わ
た
っ
て
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
フ
ラ
ム
地
区
に
入
植
、
現
地
に
『
フ
ラ
ム
沼
隈
町
』
を

建
設
し
た
移
民
三
〇
〇
人
で
あ
る
。
こ
の
移
民
は
前
沼
隈
町
長
の
神
原
秀
夫
氏
が
現
地
の
土
地
一
、
五
〇
〇
町
歩
を
一
括
購
入
、
こ
れ
を
移
住
者
に

転
売
す
る
方
法
で
行
わ
れ
、
政
府
の
計
画
移
民
に
も
組
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
県
の
発
表
に
よ
る
と
大
い
に
成
功
し
て
並
木
の
あ
る
住
宅
街
が

　
で
ぎ
た
り
学
校
や
病
院
も
そ
ろ
っ
て
幸
福
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
．
こ
ん
ど
の
陳
情
書
は
団
長
森
大
光
氏
ら
五
十
六
名
の
署
名
に
よ

　
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
る
と
入
植
当
時
は
現
地
に
行
く
ま
で
道
も
な
い
よ
う
な
状
態
で
、
苦
労
し
て
入
っ
た
移
住
先
で
も
、
入
植
一
年
目
に
原
始
林

表2　戦後の出身地別渡航費支給移住者数（1952～72年）

出身都道府県 移住者数 人口（干人） 対千人人口比

01・沖　縄

02・熊　本

03・福　岡

6725

4307

4262

945

1700

4027

7．12
－
2
． 53
一
1
． 00

一04・北海道

05・長　崎

4200

3794

5184

1570

0．81
－
2
．
4
2

06・東　京 3552 11408
一
〇
．
3
1

07・高　知

08・福　島

2685

2555

787

1946

’　　3．41

　　　－　　　1．31

一09・鹿児島 2485 1729 1．44

一10・山　口 2127 1511 1．41

一11・広　甚、㌧ 1924 2436 0．79

一12・和歌山 1815 1043 1．74

一13・愛　媛 1773 1418 1．25

一14・宮　崎 1569 1051 1．49

一15・神奈川 1317 5472 0．24

16・群　馬 1178 1659 0．71

一17・佐　賀 1090 838 1．30

一18・兵　庫 934 4668 0．20

19・岡　山 921 1707 0．54

20・宮　城 862 1819 O．47

総　　数 63156 104665 0．60

資料：表1・2とも『海外移住事業団十年史』1973年，

　　　pp．260－261。

〔注〕表2の人口は1970年。移住者数20位までの都道府県のみ

　　を掲げた。移住者数は，渡航費支給移住者数である。それに

　　対して，移住関係旅券発給統計からみた移住者総数（1946年

　　一70年）は，165770人（うちアメリカ合衆国85906人）である。
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を
開
拓
し
て
一
戸
当
た
り
一
町
歩
の
小
麦
を
植
え
た
が
、
悪
天
候
で
収
穫
は
全
然
な
か
っ
た
。
つ
い
で
一
戸
当
た
り
三
町
歩
の
と
う
も
ろ
こ
し
を
植

え
た
が
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
経
済
変
動
で
全
然
金
に
な
ら
ず
、
ま
た
二
年
目
に
植
え
た
と
う
も
ろ
こ
し
も
運
賃
に
も
足
り
な
い
安
い
価
格
で
し
か
売
れ

な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
、
移
住
者
は
移
民
し
た
と
き
持
っ
て
い
た
資
金
を
全
部
使
い
は
た
し
、
家
財
類
も
ほ
と
ん
ど
売
り
は
ら
っ
た
と
い
わ

れ
る
。
」

〔
主
要
参
考
文
献
〕

広
島
県
沼
隈
郡
役
所
編
『
沼
隈
郡
誌
』
（
名
著
出
版
　
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
）

沼
隈
町
『
広
報
　
ぬ
ま
く
ま
（
縮
刷
版
）
』
（
一
九
八
五
年
）

佐
藤
規
矩
雄
編
『
神
原
勝
太
郎
伝
』
（
非
売
品
　
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
）

神
原
秀
夫
伝
編
集
委
員
会
編
『
神
原
秀
夫
伝
』
（
非
売
品
　
昭
和
五
十
八
年
三
月
）

林
内
竹
雄
『
南
米
の
い
ぶ
ぎ
ー
広
島
県
を
た
ず
ね
て
！
』
（
非
売
品
　
昭
和
四
十
六
年
一
月
）

今
野
敏
彦
ら
『
移
民
史
i
南
米
編
』
（
新
泉
社
　
一
九
八
四
年
二
月
）

外
務
省
領
事
移
住
部
『
わ
が
国
民
の
海
外
発
展
－
移
住
百
年
の
歩
み
』
本
編
、
資
料
編
（
非
売
品
　
昭
和
四
十
六
年
一
月
）

国
際
協
力
事
業
団
『
海
外
移
住
縮
刷
版
　
ω
、
ω
』
（
非
売
品
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
）

笹
木
弘
ら
『
機
帆
船
海
運
の
研
究
』
（
多
賀
出
版
　
一
九
八
四
年
二
月
）

大
阪
商
船
三
井
船
舶
『
三
井
船
舶
株
式
会
社
史
』
（
非
売
品
　
昭
和
四
十
四
年
九
月
）

移
住
研
究
会
『
移
住
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
』
（
外
務
省
領
事
部
移
住
課
へ
の
報
告
書
　
昭
和
六
十
年
度
）

同
『
戦
後
社
会
史
と
し
て
の
海
外
移
住
』
（
昭
和
六
十
一
年
度
広
島
県
沼
隈
郡
沼
隈
町
に
お
け
る
資
料
収
集
調
査
報
告
書
　
非
売
品
）

中
国
新
聞
社
『
中
国
新
聞
』
（
昭
和
二
十
六
年
か
ら
昭
和
四
十
年
迄
）
。

　
こ
の
ほ
か
、
沼
隈
町
役
場
保
存
の
移
住
関
連
文
書
、
広
島
県
沼
隈
町
に
お
け
る
昭
和
六
十
一
年
九
月
と
六
十
二
年
七
月
の
調
査
時
に
移
住
関
係
者

へ
の
面
接
聴
き
取
り
を
行
な
っ
た
。

（
本
論
文
作
成
に
あ
た
り
外
務
省
移
住
課
、
沼
隈
町
．
神
原
汽
船
お
よ
び
中
国
新
聞
か
ら
現
地
調
査
で
絶
大
な
御
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感

謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
）
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